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■イオン排除クロマトグラフィー
電荷を持っている成分と固定相上の官能基の
イオン同士の反発力を利用した分離方法。
主に有機酸などの弱酸の分離に用いられる。
pKaが低い酸ほど溶出が早く、pKaがやや高い
酸や疎水性官能基を持つ酸ほど溶出が遅い。

■キラルクロマトグラフィー
光学異性体を分離するための分離方法。製薬
分野で使用されることが多い。光学活性を
もった官能基を結合したシリカゲル粒子やポ
リマー樹脂の粒子を充填剤として使用する。 

■配位子交換クロマトグラフィー
金属イオンを固定吸着させたスルホン化ポリ
マー樹脂を充填剤として使用する分離方法。
金属イオンと対象成分の錯体形成能の差を
利用して分離する。主に糖や糖アルコールの
分析に用いられる。移動相には水を用いる
が、対象成分と固定相との間で錯形成を促進
させるためにカラム温度を高温にする必要が
ある。
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■サクションフィルタ
移動相中の微細な粒子や不溶性の塩が流路
に入るのを防ぐために使用する部品。
サクションフィルタ内に汚れが溜まり、目詰ま
りすると、フィルタ内部が引圧になり、送液さ
れる移動相に気泡が生じるため、フィルタを
洗浄するか、交換する。

■ポンプヘッド
移動相の送液のため、移動相が導入される
箇所。

■チェックバルブ
ポンプヘッド上下に付属し、ポンプヘッドへの
移動相の逆流を防ぐ部品。
チェックバルブに異常が生じると送液に影響
を与えるため、洗浄もしくは交換する。

■プランジャ
ポンプヘッド内にあるピストン状の部品。
モーターカムの連動による往復運動を繰り返
して、移動相を吸引吐出する（図1）。
プランジャに傷が入った場合には、送液に不
具合が生じるため、交換する。

■プランジャシール
プランジャとの密閉度を確保するためのシー
ル。
プランジャとの摩擦により、プランジャシール
が摩耗するため、メーカーが保証する送液量
を超えた場合には交換する。

■パージ（類：プライム）
移動相などの液置換をする動作。
移動相を交換する際や移動相中の気泡を除
去する際に行う。

■ドレインバルブ
移動相流路と廃液槽への流路を切り換えるた
めのバルブ。
主に移動相置換の際に用いる。

■ラインフィルタ
移動相中の微細な粒子や不溶性の塩が試料
導入装置やカラムに入ることを防ぐための
フィルタ。
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■並列プランジャ方式
    （⇔直列プランジャ方式）
1台の送液ユニットの中に2つの同じプラン
ジャを並列に配列し、位相を反転させて移動
相を送液する方式の送液ユニット。

■直列プランジャ方式
    （⇔並列プランジャ方式）
1台の送液ユニットの中に容量の異なるプラン
ジャを2つ直列に配置し、移動相を送液する方
式の送液ユニット。

■アイソクラティック溶離
    （⇔グラジエント溶離）
移動相の組成比率を一定の状態で送液する
方法。
グラジエントシステムによって、一定の比率で
移動相を送液する方法と、あらかじめ決めら
れた比率で混合した移動相を1台の送液ユ
ニットで送液する方法がある。

■グラジエント溶離
    （⇔アイソクラティック溶離）
1回の分析において、移動相として使用する複
数の異なる溶液の混合比率を経時的に変化
させながら送液する方法。

1 送 液ユ ニット

図1　送液ユニットの構造

ポンプヘッド

ポンプヘッド

チェック
バルブ

※ 両方のポンプヘッドの容量は同じ

図2　並列プランジャ方式

※ 左のポンプヘッドの容量は右の2倍

図3　直列プランジャ方式
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■高圧グラジエントシステム
    （類：バイナリポンプ）
移動相として使用する複数の異なる溶液と同
数の送液ユニットを持ち、合計流量が一定の
条件下で各送液ユニットの流量比を変えてグ
ラジエント溶離を行うシステム（図5）。

■低圧グラジエントシステム
    （類：クォータナリポンプ）
1台の送液ユニットを用い、移動相として使用
する複数の異なる溶液を電磁弁で切り換え、
混合してグラジエント溶離を行うシステム

（図6）。
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■グラジエントミキサ
グラジエント溶離を適用する際に用いられる
部品。
カラムに流入する移動相組成の不均一をなく
し、保持時間再現性を向上させる。

■分取ポンプ
分取用に用いられる送液ユニット。
許容送液流量が大きいのが特徴。

■ナノフローLCポンプ
ナノ流量で移動相を送液する方式の送液ユ
ニット。
一般に、質量分析計（MS）とナノフローLCを組
み合わせて、高感度分析（微量試料の分析）を
目的とする場合に用いられる。

■脱気ユニット
移動相中に含まれる微小な溶存空気を除去
するための装置。
目に見えるサイズの気泡は除去できない。

■リザーバトレイ
移動相びん（リザーバボトル）を安全に静置す
るための容器。
ボトル転倒時に、溶液によって電子基板を搭
載した装置の破損を防ぐために使用する。

■自動洗浄キット
ポンプヘッド内部で塩の析出を防ぐためにプ
ランジャを洗浄する部品。
高濃度の緩衝液を移動相として使用する場合
に自動洗浄キットを使用すると良い。
なお、ポンプヘッドで塩の析出が生じると、プ
ランジャが破損する可能性が高くなる。

■圧縮率補正
移動相として使用する溶液は高圧下では圧縮
される。その圧縮率を考慮して送液することに
よって、設定した流量通りに送液することがで
きる。このためのパラメータ設定を圧縮率補
正という。
使用する移動相によっては、適切な圧縮率を
設定しないと、脈動を起こすことがある。 
   

図5　高圧グラジエントシステム
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オートサンプラ

カラム 検出器
電磁弁

図6　低圧グラジエントシステム
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■自動切換バルブ
コントローラからの電気信号により、バルブポ
ジションが自動で切り換わる形式のバルブ。

■手動切換バルブ
手動でポジションを切り換える形式のバルブ。
代表例としてマニュアルインジェクタが挙げら
れる。

■高圧バルブ
ポンプヘッドより下流に据え付け、流路を切り
換える形式のバルブ。
カラムスイッチング、オンラインSPE、2次元LC
などに使用される。
 
■低圧バルブ
ポンプヘッド、脱気ユニットより上流に据え付
け、流路を切り換える形式のバルブ。
一般に耐圧性が低く、リザーバ切換バルブと
して用いられる。

■ロータシール
バルブの流路ポジション切り換え時に回転する
側の部品。
ロータシールに傷が入ると、液漏れが生じるため
交換が必要となる。
オートサンプラの消耗部品に含まれる。

■ステータ
回転せずに固定されているバルブの部品。
オートサンプラの消耗部品に含まれる。
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2 バ ルブ

■カラムスイッチング
分析時や前処理時に流路切換バルブを介し
てカラムの接続を切り換える方法。
分析ごとに分析カラムを切り換えるシステム

（図9①）や2種のカラムの接続を変更しなが

ら、移動相を切り換えるシステム（図9②）が代
表例。
自動濃縮や脱塩などの自動前処理を行うシス
テムも構築できる。

①

②脱気ユニット
送液ポンプ

送液ポンプ

図7　低圧バルブ使用例

図8　ロータシール

オートサンプラ

カラム A

カラム

カラム B

図9　高圧バルブを使ったカラムスイッチング法の例
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2 バ ルブ

■カラムスイッチング
分析時や前処理時に流路切換バルブを介し
てカラムの接続を切り換える方法。
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テムも構築できる。
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図7　低圧バルブ使用例
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図9　高圧バルブを使ったカラムスイッチング法の例
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■インジェクション（類：アプライ）
試料をカラムに導入すること。

■ロード
試料をカラムに導入するため、一旦、必要量
をサンプルループに溜めること。

■注入量
カラムへの試料導入量。

■ニードル（針）
バイアルから試料を吸引するための計量シス
テムの先端接液部。
クロスコンタミネーションを起こすことがある
ため、その対策加工が施されている。

■サンプルループ
試料をカラムに導入する際、一時的に所定の
試料量を溜めておく配管。

■注入ポート
試料をカラムに導入する際、ニードルが挿入
される部分。

■ニードルシール
注入ポート内にあり、試料注入時にニードル
と密着して試料が漏れないようにする樹脂製
の部品。

■バイアル（類：試料管）
試料を入れる容器。多くの場合、ガラス製のバ
イアルが使用される。
一方、チアミンをはじめとする塩基性化合物
の吸着や金属イオンの溶出が起こる可能性が
あるため、目的成分の性質によって異なる材
質のバイアルを使用することがある。
 
■セプタム
バイアルの蓋の一部でニードルが貫通する
部品。
バイアル内の気密性を保ち、ニードル表面に
付着した液滴を払拭する。
試料溶媒とセプタムの材質の組み合わせに
よっては、ゴーストピークが検出されることも
あるので注意が必要。

■バイアルインサート
少量の試料を分析する際、液面の位置を高
め、試料吸引を確実にするために、バイアル
に挿入する容器。

■マイクロプレート
    （類：ウェルプレート）
試料を入れるプレート状の容器。
プレート表面に多数の穴（ウェル）が加工され
ている。ウェルの数は96、384などがある。

■サンプルラック
オートサンプラに付属するバイアルやマイク
ロプレートを収めるラック。

■リンス
ニードルや注入ポートなどを洗浄する動作。
クロスコンタミネーションを低減するために
行う。

■リンス液（類：洗浄液）
ニードルや注入ポートを洗浄する液。
対象成分の性質によって最適な液を選択する
必要がある。
リンス液を交換する際やリンス液中の気泡を
除去する際には、パージを行う。
移動相と同様、リンス液も定期的なパージが
必要である。

■ニードルストローク
試料吸引時に、ニードルが下がる深さを設定
するパラメータ。
バイアルやマイクロプレートの底の位置と、試
料の液面の高さに合わせて適切な値を設定
する。

■試料吸引速度
試料を吸引する速度。
粘性の高い試料は吸引速度が速いと所定の
液量が吸引できないことがある。

■クロスコンタミネーション
    （類：キャリーオーバー）
試料導入の際、試料中の成分が吸着によって
オートサンプラのシステム内に残存し、以降の
分析に溶出する現象。
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■マニュアルインジェクタ
手動で試料を注入する装置。
マイクロシリンジで試料を導入する量を調整
する方法やサンプルループに満たした全量を
導入する方法がある。

■オートサンプラ
自動でニードルが試料を吸引し、流路へ注入
する装置。
多検体を連続的に分析することができるだけ
でなく、自動的に試料の希釈やプレカラム誘
導体化、内部標準品の添加など前処理機能を
持つ機種もある。

 

■シリンジ計量/ポンプ計量
    （⇔ループ計量）
シリンジや計量ポンプによる吸引によって、試
料を計量する方法。

■ループ計量
    （⇔シリンジ計量/ポンプ計量）
容量既知のサンプルループを試料で満たし、
試料を計量する方法。

■試料余剰吸引量
    （類：Excess Volume）
設定注入量より余剰に試料を吸引する量。
ループ注入方式では、配管内を試料が移動す
るため、配管の壁面との摩擦やリンス液との
混合が起こる。
その影響が起こる濃度の不均一な部分を廃
棄し、設定注入量に相当する試料を確保する
ため、余剰吸引を行う（図13）。

10 11

分析時にサンプルループおよびサンプルニー
ドルが配管の一部となり、カラムに導入する
量だけ試料を吸引する方式。

試料ロスが少なく、キャリーオーバーが起こり
にくいという特徴がある。

■全量注入方式（⇔ループ注入方式）

バルブに接続されたサンプルループに試料を
導入した状態で、バルブを切り換えることに
よって試料をカラムに導入する方式。

ループまでの配管を試料で満たす必要がある
ため、実際に注入する試料よりも過剰に試料
が必要となる（→参考：P.10 試料余剰吸引量）。

■ループ注入方式（⇔全量注入方式）

図12　オートサンプラ
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■紫外波長
紫外線の波長範囲。
HPLC分析においては200～350 nm付近の波
長域。
  
■可視波長
ヒトの目で認識することができる光の波長。
HPLC分析においては350～800 nm付近の波
長域。

■吸光度
    （類：ランベルト-ベールの法則）
試料溶液に光を照射し、吸収される光の度
合。入射光強度を分子、透過光強度を分母に
した比の常用対数で表す（図16）。
 

■ランベルト-ベールの法則
    （類：吸光度）
吸光度は光路長、モル吸光係数、対象成分の
濃度に一定の範囲内で比例することを表した
公式（図16）。

■重水素（D2）ランプ
紫外線を発生させるランプ。
190～380 nmの範囲を検出する場合に使用
する。

■タングステン（W）ランプ
可視光線を発生させるためのランプ。
クロロフィルやカロテノイドなどの有色成分
はタングステンランプを用いた長波長側の検
出により、高感度かつ高選択的に検出するこ
とができる。

12 13

4 検 出 器
4-1  紫 外 可 視 吸 光 度 検 出 器（U V- V I S）

■回折格子（グレーティング）
ランプから発せられた光のうち、ある特定の
波長を切り出す（分光する）ための素子。
UV検出器では、ランプから発せられた光を
回折格子で設定された波長のみを切り出し、
サンプルセルに照射する。

■スリット
回折格子により分光された光を収束させるた
めの部品（図17）。

 

■ミラー
回折格子から切り出した特定の波長を持つ光
を反射させるための鏡。

■サンプルセル
検出器に内蔵される部品。移動相などのカラ
ム溶出成分が通過する（図18）。
サンプルセルを通過した光の強度は図16中
の透過光の強度に相当する。

■リファレンスセル
UV検出器において、サンプルセルの対照の目
的として内蔵されているセル。
移動相やカラム溶出成分は通過しない（図18）。
リファレンスセルを通過した光の強度は図16
中の入射光に相当する。
UV検出器では、サンプルセルを通過した光の
強度とリファレンスセルを通過した光の強度
の比の常用対数をプロットしている。

ランベルト - ベールの法則
A = εCl = log（I0 / I ）

A ：吸光度、ε：モル吸光係数
l：光路長、C：濃度

I0：入射光の強度、I：透過光の強度

図16　ランベルト-ベールの法則
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めの部品（図17）。
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■フォトダイオードアレイ型
    紫外可視吸光度検出器（PDA）
直接、サンプルセルに透過させたランプの光
を回折格子で分光し、同時に多数の波長でモ
ニターできる検出器（図19）。
任意波長のクロマトグラムが得られる他、任
意時間でのUVスペクトルを得ることができる

（図20）。

■マックスプロット
設定した波長範囲のスペクトル中で最も高い
吸光度をプロットして得られるクロマトグ
ラム。
分析条件検討過程で、極大吸収波長が不明な
成分を検出するような場合に有効。

■フォトダイオードアレイ
光を検出するための半導体素子の集合体。
光エネルギーを受け取ると、電流を発する。
PDA検出器では、回折格子で分光された光を
受けるために直線状にフォトダイオードが並
べられており、これをフォトダイオードアレイ
と呼ぶ（図19）。
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■マルチクロマトグラム
PDA検出器のデータから得られる特定の波長
範囲におけるクロマトグラム。
UV検出器では、データ採取時に設定した波長
のクロマトグラムしか得ることができないが、
PDA検出器では、データ解析時に任意の波長
のクロマトグラムを得ることができる。
また、ひとつのピークに対し、各波長でのピー
ク形状を比較することでピークの単一性を評
価することもできる。

■類似度（類：ピークピュリティ）
PDA検出器で得られるUVスペクトルの一致を
定量的に表す指標（図22）。
通常の検出器では保持時間を用いることによ
り成分を特定しているが、PDA検出器では、試
料中の成分と標準品のUVスペクトルの類似
度によって、より確実に成分を特定することが
できる。

■ピークピュリティ（類：類似度）
PDA検出器で得られるUVスペクトルから、不
純物の有無を定量的に確認するための方法
のひとつ。
移動相由来のノイズやバックグラウンドの影
響を加味するため、類似度曲線から、スペクト
ル一致の基準となるしきい値曲線を差し引い
たもの。
ひとつのピークに含まれる複数のデータポイ
ントでのスペクトルを比較し、類似度を計算
する。ひとつのピークの前半、ピークトップ、
ピークの後半の3点でスペクトルを比較する
3点ピークピュリティ法と、全ポイントにおける
スペクトルを比較するトータルピークピュリ
ティ法の2つの方法がある。
計算結果が0に近いほど、純度が高い。

■UVスペクトルライブラリ
目的成分の同定のために、ある成分のUVスペ
クトルを予め登録しておくリスト。
これを利用して化合物を同定したり、類似度
の高い順から検索できる。 
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■基底状態
ある物質の電子が取り得る状態のうち、最も安
定している（エネルギーが低い）状態（図23）。

■励起
ある物質が外部エネルギーを吸収した際、
その物質が持つ基底状態の軌道に存在する
電子が高いエネルギー状態の軌道に遷移す
ること（図23）。

■励起波長
    （Excitation Wavelength）
ある物質が外部エネルギーによって励起状態
になるための光の波長。

■蛍光波長
    （Emission Wavelength）
励起状態にある物質のうち、一部は分子内の
振動、収縮などによって熱エネルギーを失うこ
とで、最低振動準位の励起状態に落ちる。そこ
から安定な基底状態に戻る際に放出される光

（蛍光）の波長。
一般に励起波長よりも蛍光波長の方が長波
長である。

■光電子増倍管（フォトマル）
光エネルギーを電気エネルギーに変換する
光電管をベースに、電流増幅機能を付加した
高感度光検出素子。
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4-3  蛍 光 検 出 器（R F、F L D）

■消光現象（クエンチング）
発蛍光物質とその蛍光エネルギーを吸収する
ようなエネルギー準位を持つ物質が混在する
場合、蛍光が消失する現象。
溶存酸素によるピーク強度の低下が消光現
象の一例。

■誘導体化
官能基の導入、酸化、還元などによって、化合
物の構造や性質を変化させること。
蛍光誘導体化とは、検出の選択性が低い化合
物を誘導体化試薬との反応により、発蛍光物
質に変化させて、高感度かつ高選択的に蛍光
検出することを意味する。

■Xe（キセノン）ランプ
蛍光検出器の光源となるランプ。
Xeガス中で放電する。　　　　　

■レイリー散乱光
物質に光を照射した際、入射光と同じ波長で
散乱される光のひとつ。

■ラマン散乱光
物質に光を照射し、散乱された光の波長の多
くは入射光と同じ波長の光（レイリー散乱光）
であるが、散乱された光の中でも入射光と異
なる波長の光。

■ラマンスペクトル
ラマン散乱光を分光し、縦軸を散乱強度、横
軸を波長にしてプロットしたスペクトル。
蛍光検出器では水のラマンスペクトルのS/N
を用いて、検出器の感度の指標とする。
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■フローセル（サンプルセル）
試料と移動相が通過するセル（図26）。

■リファレンスセル
フローセルと同じ溶媒、つまり、移動相を封入
しておくセル（図26）。

■バランス
リファレンスセルとフローセルの両方の流路
を移動相で置換した後、ベースラインを安定
させるために光学的にバランスを調整するた
めの機能。

■ポラリティ
示差屈折率検出器における検出の極性を設
定するパラメータ。
目的成分の屈折率が移動相より大きい場合、
正（＋）側にピークを検出する。

■重量応答
検出器の応答がセル中に存在する成分の重
量に依存すること。
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4-4  示 差 屈 折 率 検 出 器（R I D）

■ユニバーサル検出器
多くの物質に対する万能検出器。
物質に対する特異性はない（選択性がない）。
一般にUV吸収をもたない化合物の検出など
に用いられる。
RIDの他、ELSDなどが当てはまる。

■溶存酸素
溶液中に存在する酸素。
極性溶媒よりも非極性溶媒を分析に使用して
いる場合に、空気が溶け込みやすい性質を
持つ。
示差屈折率検出器使用時には、溶存酸素ピー
クが検出される。

 

■RIDによる高分子化合物の分析
合成高分子化合物やテルペノイドやフラボノ
イドなどの天然高分子はUV吸収が乏しい成
分が多いため、RIDによる検出が適しているこ
とが多い。
一般にサイズ排除クロマトグラフィー（→参
考：P.25 サイズ排除クロマトグラフィー）によっ
て、分子量分布を計算するためには検出器に
RIDを用いる。

■RIDによる糖分析
RIDではグラジエント溶離が適用できないた
め、アイソクラティック溶離法のみで分離する
必要がある。
親水性相互作用クロマトグラフィー（HILIC→
参考：P.25 親水性相互作用クロマトグラフィー）
による糖分析においては、三糖以上の糖類に
ついては保持が強いため、単糖との一斉分析
は困難になる。
分離にはアミノカラム（NH2カラム）をはじめ
とした親水性相互作用クロマトグラフィー、サ
イズ排除クロマトグラフィー、配位子交換クロ
マトグラフィーが用いられる。 
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4-4  示 差 屈 折 率 検 出 器（R I D）

■ユニバーサル検出器
多くの物質に対する万能検出器。
物質に対する特異性はない（選択性がない）。
一般にUV吸収をもたない化合物の検出など
に用いられる。
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■溶存酸素
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分離にはアミノカラム（NH2カラム）をはじめ
とした親水性相互作用クロマトグラフィー、サ
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図26　示差屈折率検出器の原理
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■ネブライザ
カラム溶出液を微細な液滴にするための部
品（図28②）。
ネブライザガスとして窒素や空気を使用する。

■ドリフトチューブ
微細液滴を含むガスが通過する管。
ドリフトチューブ内は加熱されているため、移
動相成分や揮発性の高い物質がこの管の中
で気化される。
不揮発性の化合物は、微粒子の状態のままド
リフトチューブを通過する（図28③）。

■散乱光
微粒子となったサンプル中の不揮発性化合物
と衝突し、散乱した光。
不揮発性化合物の濃度が高いほど散乱光は
大きくなる。

■ELSDで使用可能な移動相 
加熱により蒸発する溶液。
ぎ酸、酢酸、ぎ酸アンモニウム、酢酸アンモニ
ウムの水溶液の他、メタノール、アセトニトリ
ル、THF（安定剤不含）、クロロホルムなどの有
機溶媒を対象とする。
加熱しても気化しないりん酸、くえん酸、ほう
酸などの水溶液、あるいはそれらを用いた緩
衝液はELSD使用時に移動相として使用でき
ない。
LC-MSに使用できる移動相はELSDにも適用
できる。

■指数応答性検量線
    （両対数プロット）
ELSDでは濃度に対して、直線的な応答が得ら
れるわけではない。
散乱光の強度は微粒子の量に対し、べき乗関
数の関係にある。
この関係を基に濃度と応答（強度）の両方を
対数軸にして作成された検量線は直線性が
ある。
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4-5  蒸 発 光 散 乱 検 出 器（E L S D）

■ブリード
カラム固定相からの分解物や汚れの溶出によ
り生成されるバックグラウンドシグナル。
O D S カラム の 場 合 、一 般 に オクタデ シ ル

（C18）基の化学結合やエンドキャッピング処
理が弱いとブリードが大きくなる傾向がある。

■ELSDによる糖類の分析
アミノカラムによるグラジエント溶離が適用
できる。
グラジエント溶離が適用できないRIDでは困
難であった単糖、オリゴ糖の一斉分析が可能
となる。

■ELSDによる脂質の分析
脂質は薬品、食品などの分野で重要な役割を
担う物質。
揮発性の低いりん脂質、糖脂質、中性脂肪、ス
テロールエステル（コレステロール）などが脂
質類に該当する。
UV検出器では検出が困難で、RIDでは感度が
低いため、ELSDが適用される。
 

■ELSDによる界面活性剤の分析
界面活性剤はイオン性界面活性剤と非イオン
性の界面活性剤に分類することができる。
ひとつの分子内に親水基と疎水基を持つとい
う共通の特性がある界面活性剤には、UV吸収
をもたないものが多く、検出にはRIDがよく用
いられていたが、検出器としての安定性やグ
ラジエント溶離可能という点ではELSDが優れ
ている。

■ELSDによる高分子化合物の分析
合成高分子化合物や天然高分子化合物は
UV吸収が乏しいため、ELSDによる分析が適
している。
ただし、分子量分布計算においては重量に
対して検出器の応答が直線的でないため、
ELSDは適用できない。 

図28　蒸発光散乱検出器（ELSD）の検出原理

分　析　の　流　れ

①HPLCで分離 ②ネブライズ

ガス流を利用して、移動相を
微小な液滴にして噴霧する

液滴が加温されたドリフト
チューブに導かれ移動相が
蒸発して分析対象成分が
乾燥、微粒子化する

ドリフトチューブから出て
きた微粒子に当たった光
の散乱光を検出する

③移動相の蒸発 ④検出
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■伝導率・伝導度
電気の通しやすさを示す。
伝導度が高いほど、イオン性化合物の濃度が
高いことを意味する。

■電気伝導度検出器
    （導電率計・導電率検出器）
イオン性化合物の電気の流れやすさを利用し
た検出器（図29）。

■イオンクロマトグラフィー
イオンを分離検出するHPLC。JIS K0127で定義
されている。

■溶離液（類:移動相） 
カラムに保持されている成分を展開、溶出さ
せる移動相として用いる液体。

■サプレッサ
溶離液の組成を変化させて電気伝導度を下
げ、ノイズの発生を小さくするために用いら
れるデバイスまたはシステム（図30）。カラム
と検出器の間に取り付ける。
一般に溶離液の電気伝導度は高く、ベースラ
インノイズの原因となる。

■除去液（再生液）
サプレッサを動作させるために必要な水溶
液。サプレッサの方式により呼び名が異なる。
イオン交換樹脂タイプでは再生液、イオン交
換膜を使用する方式では除去液と呼ばれてい
る。陰イオン分析では溶離液として炭酸ナトリ
ウム、水酸化カリウムなどが使用されるが、サ
プレッサにおいて陽イオンであるナトリウム、
カリウムを一時的にトラップ、もしくはイオン
交換膜を介して連続的に系外に排出する。

■電気透析式
溶離液中の陽イオンを、陽イオン交換膜を介
して除去するサプレッサにおいて、膜の外側
に配置した電極に通電することで電極近傍の
水を電気分解して水素イオンを生成し、同時
に、電界による電位差を用いてイオンの除去
を行うもの（図31）。
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4-6  電 気 伝 導 度 検 出 器（C D D）

■電気化学的再生方式
    （類：化学的再生方式）
2本のサプレッサカートリッジを逐次切り換え
て使用するサプレッサ固有の再生方式。イオ
ン交換樹脂にトラップされた陽イオンを水の
電気分解で生成する水素イオンで洗い流す
方式。検出器出口からの溶出液をもう一方の
サプレッサカートリッジに通液し、カートリッ
ジ両端の電極に通電することで移動相中の水
を電気分解し、再生液として使用する（図32）。

■化学的再生方式
    （類：電気化学的再生方式）
サプレッサの動作（再生または除去）に必要と
される水素イオンの供給を硫酸水溶液で行う
もの。

■ノンサプレッサ方式
    （⇔サプレッサ方式）
電気伝導度検出器を用いたイオンクロマトグ
ラフィーにおいて、カラムに電気伝導度検出
器を直結する検出方法。サプレッサを使用し
ないためノンサプレッサ方式と呼ばれてい
る。
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図29　電気伝導度検出器の原理

図30　サプレッサの原理

図31　電気透析式サプレッサ
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■カラム
クロマトグラフィーにおける分離の場。分析の
目的に応じ、最適な分離モードを選択する。

■ガードカラム
分析カラムを保護するカラム。一般に分析カ
ラムと同じ固定相がついた同種の充填剤が充
填されている。通常、分析カラムの直前に付け
る。主に、分析カラムが高価な場合や分析カラ
ムの洗浄が難しい場合に使用される。イオン
交換クロマトグラフィーやイオン排除クロマト
グラフィーで使用されることが多い。

■HPLC用カラムの充填剤
主にはシリカゲルやポリマー樹脂の粒子に官
能基を化学修飾させたもの。
これをカラムに充填する。

■全多孔性充填剤
     （⇔表面多孔性充填剤）
粒子全体に細孔のある充填剤。細孔の中に分離の
場が存在する。粒子径および細孔径のラインナッ
プは多岐に渡り、多くのカラムに用いられている。

■シリカカラム
官能基を化学修飾させたシリカゲル粒子を充
填したカラム。代表例としてC18基をシリカゲ
ルに修飾させたODSが挙げられる。ポリマー
カラムと比較し、耐圧性に優れており、理論段
数が高いという特長があるが、pH6以上の移
動相や試料の注入により、シリカゲルが加水
分解しカラムの劣化が起こりやすくなる。

■ポリマーカラム
官能基を化学修飾させたポリマー樹脂を充
填したカラム。代表例としてカルボキシル
（COO）基や第四級アンモニウム（NR4）基をポ
リマー樹脂に修飾したイオン交換カラムが挙
げられる。シリカカラムと比較し、高pHの移動
相や試料溶媒に強く、高温での耐久性は高い
が、高圧での耐久性は低い。また、一般にシリ
カカラムよりも高価。イオン交換、サイズ排除、
イオン排除、配位子交換で適用される。

■ハイブリッドカラム
炭素鎖による架橋を施したシリカゲルを充填
剤に用いたカラム。シリカカラムの弱点であ
る高pHの溶液での耐久性を強化している。

■ペリキュラー型カラム
硬いコアの表面を分離の場とする充填剤を使
用したカラム。物質移動に伴う拡散が小さい
ため、同じ粒子径の全多孔性カラムよりも高
線速度での性能低下が小さく、高速分析に適
している。一方、構造上、試料の負荷量（注入
量）は小さくなる。

■モノリスカラム
共連続体構造の一体型充填剤を持つ液体ク
ロマトグラフィー用カラム。骨格内の細孔（メ
ソ孔）と骨格自身が形成するマクロサイズの
連通孔を持つ。カラム内の空隙率が高いた
め、高流量での移動相送液にかかる背圧は、
全多孔性充填剤のカラムよりも低く、線速度
向上による高速化が可能。
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■コンベンショナルカラム
    （⇔高速分析用カラム）
カラム圧20 MPa以下で使用する高圧仕様で
ないカラム。

■高速分析用カラム
    （⇔コンベンショナルカラム）
カラム圧20 MPa以上でも使用できる高圧仕
様のカラム。ペリキュラー型カラムや粒子径
2 µm程度の全多孔性充填剤を使用したカラ
ムが用いられる。

■逆相クロマトグラフィー（RP）
疎水性相互作用を利用した分離方法。
ODSといわれるC18基を修飾したシリカゲル
を充填したカラムは逆相クロマトグラフィー
の代表例である。オクチル（C8）基など炭素鎖
が少ないものほど、疎水性化合物の保持が弱
い。その他、フェニル基などを修飾したもの
もある。

■順相クロマトグラフィー
    （類：親水性相互作用クロマトグラフィー）
親水性相互作用を利用した分離方法。
ここでは特にヘキサンなどの疎水性の高い移
動相と親水性の高い固定相を使う組み合わ
せを指す。カラムには化学修飾されていない
シリカゲルや親水性の官能基が修飾されてい
るシリカゲルを充填剤として用いる。
逆相クロマトグラフィーと対をなす性質であ
るため、逆相クロマトグラフィーで溶出できな
い成分の分離に用いることがある。

■親水性相互作用クロマトグラフィー
    （HILIC）
アセトニトリルと水のような親水性の高い移
動相を使用した逆相クロマトグラフィーの反
対の性質を持つ分離方法。逆相クロマトグラ
フィーで保持しない成分（糖や核酸など）の分
析に用いる。アミノ基やアミド基を化学修飾し
た充填剤がカラムに使用される。

■イオン交換クロマトグラフィー
静電気的な相互作用を利用した分離方法。
正に荷電している陽イオンを対象とする場合
には、陰イオンを化学修飾した陽イオン交換
クロマトグラフィーのカラムを、負に荷電して
いる陰イオンを対象とする場合には、陽イオ
ンを化学修飾した陰イオン交換クロマトグラ
フィーのカラムを使用する。溶離液には緩衝
液を使用し、有機溶媒はあまり使用しない。

■サイズ排除クロマトグラフィー
    （SEC）
高分子化合物のサイズ（溶解状態での大き
さ）による分離方法。サイズが大きなものほど
早く溶出する。THF、クロロホルムなど非水系
溶離液を用いる高分子を対象にしたサイズ排
除クロマトグラフィーについてはゲル浸透ク
ロマトグラフィー（GPC）、水系溶離液を用いる
水溶性高分子を対象にしたサイズ排除クロマ
トグラフィーについてはゲルろ過クロマトグラ
フィー（GFC）と言われる。GPCで分子量分布計
算する場合は較正曲線をポリスチレンで、
GFCで分子量分布計算する場合はプルランで
作成することが多い。
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■イオン排除クロマトグラフィー
電荷を持っている成分と固定相上の官能基の
イオン同士の反発力を利用した分離方法。
主に有機酸などの弱酸の分離に用いられる。
pKaが低い酸ほど溶出が早く、pKaがやや高い
酸や疎水性官能基を持つ酸ほど溶出が遅い。

■キラルクロマトグラフィー
光学異性体を分離するための分離方法。製薬
分野で使用されることが多い。光学活性を
もった官能基を結合したシリカゲル粒子やポ
リマー樹脂の粒子を充填剤として使用する。 

■配位子交換クロマトグラフィー
金属イオンを固定吸着させたスルホン化ポリ
マー樹脂を充填剤として使用する分離方法。
金属イオンと対象成分の錯体形成能の差を
利用して分離する。主に糖や糖アルコールの
分析に用いられる。移動相には水を用いる
が、対象成分と固定相との間で錯形成を促進
させるためにカラム温度を高温にする必要が
ある。
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